
IBM iで RDXを利用した新しいバックアップのデモ 

安価な USB接続の RDXが IBM iバックアップ媒体として利用可能か検証を行いました。 

検証結果に基づき、初期化、個別保管復元、フルバックアップ、D 域 IPL のデモ紹介をし

ます。 

背景・課題 

現在 IBM iのバックアップ媒体としては LTOまたは、RDXのみの提供となっています。 

従来は 1/2カートリッジや 1/4カートリッジ、8mmテープ、DATといったバックアップ

媒体がディスク容量の増大や LTO 普及などの背景で消えていき、新しい媒体が必要となっ

ています。 そこで新しい RDXというの媒体に着目しました。 

製品概要 

RDXは、DDS／DATなどの代替を主な目的として開発された、リムーバブル・ストレージ

システム。 サーバーに接続したドッキングステーションに、ハードディスク内蔵のカー

トリッジを挿しかえて使用します。 

特に中小規模サーバーの標準的なバックアップシステムとして注目されています。 

  



●RDXの６つの特徴 

システム／サブシステムの括りから、ジョブ、プログラム、データ項目まで、システム 

構造をトップダウンの観点から把握することができます。 
 

 
 
 
●RDXと LTOの特徴比較 

  



●スペック比較 

 
 
 

検証環境および検証内容 

 
 
  



●検証結果（ドライブ認識確認） 

 
 
●検証結果（初期化(イニシャライズ)検証） 

 
 
  



●検証結果（フルバックアップ検証） 

 
 
●検証結果（D域=IPL起動検証） 

 
 

  



お客様の声 

概要説明および実機によるデモの為、わかりやすく懸念事項がクリアになりました。 

今後の RDXのバックアップ提案に活用したいと思います。 
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